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This plan is a complex of childcare facilities for the elderly and schoolchildren. 
To the ground level, there is a square as a place of prosperity in the region.Complex facilities and will be 
placed in the second and third floors. 
For flat space of the elderly, children's space will intersect in three dimensions. Thereby, or extend the 
travel distance of the elderly, to induce a petting the elderly and children. 
This architecture, to design an area called Yanaka neighborhood. Has been dotted with a variety of 
activities, aimed at the architecture of the city of Yanaka like you would with a detour. 
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１． はじめに 
近年、平均寿命が長くなった事や、産業が東京に集中
し人口が都市化したことにより、高齢者の単独世帯が増
加しました。また、核家族化と夫婦の共働きの増加によ
り、下校後の子どもが独りきりになるという問題も起こ
っています。これらの問題は、家の中で独りで親の帰り
を待っていた体験や、祖父、祖母が遠くで独り暮らしを
していることなど、自分自身とても実感する部分があり
ます。	 
	 
これらの社会的な問題を解決するために、デイサービ
ス付き高齢者の住まいや、子どもを預かるための学童保
育園が作られましたが、高齢者は高齢者でまとめられ、
子どもは子どもでまとめられ、多様な人間関係を経験す
る場が少なくなっていると言われています。	 
	 
このことから本計画では、高齢者と子供の居場所、空
間、関係性はどのようなものであるべきかということを
考え、高齢者と子供、さらにはまちのひとびとがふれあ
う場・空間の形式を提案する。	 
 
２． 研究・設計概要	 
（１） 「動く」「移動する」ことへの意識の違い 
子どもは普段、突発的に走り回ったり、飛んだり跳ね
たり、はたまた狭いところにこもってみたり、様々な
場所でそれぞれの興味をそそられて、はっきりとした
目的がなくとも動き出す。 
それに対して高齢者は、それまでの人生の経験の中で、
趣味、娯楽があり、そういった目的に対してであった
り、誰かが連れ出してくれる機会のある時に移動する。	 
これらの事から、子どもは他者、周辺のものとの関係
性、距離が遠くとも関係性を自ら持つ事が可能である
が、高齢者は一定のルート、生活の中での移動に留ま
る日常となっているのではないかと考える。	 
子どもの場合、「走る」ということは無意識下でも可
能であり、一連の動きの中の一つとして捉えることも
できるが、身体能力が低下する高齢者において「走る」
という行為は急いでいる、トレーニングをするなどの
目的があっての行為である。	 
	 
これらの事をふまえて、【高齢者が目的をもって移動
をする中で、無意識的に「動く」ことを誘発するよう
な空間＝道草をしてしまう空間】をめざし、設計して
いく。	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（２） 敷地 
敷地は文京区千駄木２丁目。台東区谷中とほど近く、
この近辺に住む人々はこの地域を谷中界隈とよび、日頃
行き来している。 
谷中界隈は、昔ながらのまちなみ、商店街、路地とい
うまちの魅力や、地域の人のつながりの強さ、お祭りな
どの催し、アーティストの活動など、にぎわいの点在す
るまちである。昼間に歩いていると、お年寄りがリュッ
クを背負ってまちあるきを楽しむ姿がよく見られる。 
古き良き懐かしさを感じさせながら、外部からの新し
い活動も受け入れて行くまち、目的も無く歩いていると
様々な発見のあるまち、谷中。 
そんな、谷中界隈をまちあるきするように、ただの移
動のなかにもにぎわいや発見の点在する複合施設を目指
す。 
	 
（３） 設計プロセス 
	 a)2FLから、高齢者の室を配置 
	 b)高齢者の機能の間に子どもの空間を配置 
	 c)こどもの空間を高齢者のフロアーレベルから上下
させることにより、上下階とのつながりを生み出し、見
守られる関係性をつくりだす。 
	 d)こどもの空間を支えるように、高齢者の室の壁を耐
力壁として地上階まで降ろす。 
	 e)高齢者と子どもの空間を支える壁によって、地上階
の公共的空間がつくられる 
 
３． 全体構成	 
谷中界隈ではさまざまな催しが行われているが、それ
らは点在しており、拠点となる場所がない。お祭りに限
らず、このまちに興味を持って訪れた人へ、まちの情報
を提供する、拠点となるような場所にするため、地上レ
ベルに通り抜けの可能な大きな広場を設ける。地上階の
天井高さを 4000mm と、周辺建物の 1 層分より少し高く
する事で、敷地外部からの訪問者を受け入れる形とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４． おわりに	 
一般的に、建築とは人の居場所、空間であるためにフ
ラットな層が積層される。公共施設や住宅など、上下階
でのつながりを持たせたりするために、スキップフロア
で構成される事もあるが、それらの空間に訪れる人は、
「動ける人」の想定である。 
子どものための空間の在り方として、変化に富んだ空
間が提案される事が多いが、変化に富んだ空間は、「動
く事」を忘れ、日々「移動」と「活動」を繰り返す高齢
者にとって、より必要なのではないかと感じた。	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